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第 1 章は序論であり、本研究における背景と、金属の疲労と双晶に関連する従来の研究につい 
て概観し、次に本研究の目的を述べた。
第 2 章では、き裂伝ぱにおける転位の役割を明らかにするため、荷重軸の異なる2 種類のフ 
ェライト系ステンレス鋼単結晶のき裂伝ぱ試験を行なった結果について論じた。疲労き裂周辺の 
転位構造を電子チヤネリング• コントラスト画像化法によって観察した結果、Mode I I型き裂の 
先端では薄いバンド状の転位構造が形成されるが、Mode I I I型ではセル構造、転位壁構造およ 
びベイン構造からなる同心円状の組織が形成されることを明らかにした。














第 5 章は結論であり、第 2 章から第4 章で得られた結果を総括した。








第 1 章は序論であり、金属の疲労破壊と双晶に関連する従来の研究について概観し、次に本研 
究の目的を述べている。
第 2 章では、き裂伝ぱにおける転位の役割を明らかにするため、荷重軸の異なる2 種類の単 
結晶のき裂伝ぱ試験を行なった結果について述べている。疲労き裂周辺の転位構造を電子チャネ 
リング* コントラスト画像化法によって観察した結果、M o d e  II型のき裂先端では薄いバンド状 
の転位構造が形成されるが、M o d e m 型のき裂ではセル構造、転位壁構造およびべイン構造から 
なる同心円状の組織が形成されることを明らかにしている。















第 5 章は結論であり、第 2 章から第4 章で得られた結果をまとめている。
以上のように、本論文は、体心立方構造をもつフェライト系ステンレス鋼の疲労き裂の核生成 
と進展の機構、および低温において導入された変形双晶が疲労き裂の発生とその進展に及ぼす影 
響について新たな知見を提供する実験的研究であり、金属の疲労破壊の解明と金属材料強度物性 
学分野の発展に寄与するところ大である。よって、本論文の著者は博士（工学）の学位を授与さ 
れる資格を有するものと認める。
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